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　　The Fujimaki Clinic is located on the main street in 
Ueno，Tokamachi City.　The main building was built in 
1934, and it is the first Western style building in Ueno, 
having Western　style exterior, examination room, 
staircases, and hallway, however, its six sickrooms and 
nurse,ｓ break room are Japanese style with Tatami mats.
　　Unlike typical Japanese structures, which are built 
very close to the street, the clinic site is surrounded by 
stone walls and the main building is recessed with some 
distance from the street. Moreover, large lotus flower, or 
oval shaped stones are used for the front wall. The size of 
stones becomes smaller as the wall approaches the rear of 
the building.
　　The clinic has supported people of the community. 
The clinic is, needless to say, important as a cultural asset 
because its site, main building, and　stone wall have not 
been renovated since 1934.











































































































































































































































































18 尺、正面中央の突出部 ［Ｂ］は桁行・梁間とも 18 尺、背面




面に出 4 尺 5 寸の土庇が付き全体で 21 尺であったと考えられる。
　上にしめした数値によって建築面積を計算すると以下の通り
である。（文中の［Ａ］［Ｂ］［Ｃ］は図２①配置図参照）
　主体部［Ａ］　　　10.5 間（63 尺）×３間（18 尺）＝ 31.5 坪
　前面突出部［Ｂ］　３間×３間＝ 9 坪　
　背面突出部［Ｃ］　５間× 3.5 間＝ 17.5 坪、
　　　　　　　　　 上屋部分　５間×３間＝ 15 坪
　合計　建築面積　　58.44 坪（192.85 ㎡）








































































































































































































































































1960　昭 35.1.25 定則医師結婚。同年 11 月長男誕生
1961　昭 36.7 定則医師、東京都荒川区西日暮里で
 藤巻産婦人科医院開院
1920　大 9.12.8 藤巻力雄医師上野村で第二藤巻医院開業
1924　大 13.2.8 藤巻力雄医師の長男定則誕生
1926　大 15.12.25 改元して昭和になる
1932　昭７ 力雄病床で第二藤巻医院新築計画を練る
1933　昭８ 新築医院の石垣積み始める
1934　昭 9.10 新築医院の本館竣工なり移転
1936　昭 11.7.17 藤巻医院千手出張診療所を開設
十日町市上野の昭和九年建築の第二藤巻医院本館　73
　第二藤巻医院に長年にわたって勤務した経験をもつ看護師
Aさんから、第二藤巻医院、藤巻医院千手出張診療所に関して
聞きとりをおこなった。以下に、聞きとった要点を書きあげる。
　① Aさんが勤め始めた昭和四十一年頃は、第二藤巻医院に入
院する患者はすでにいなかった。昭和四十一年から四十六年ま
での間、Aさんは当院の病室の１室である「竹の間」を宿舎と
して住み込んだ。
　②当院には看護婦・医療事務員３人、自動車運転手１人、食
事掛り１人の勤め人がいた。この内、食事掛りの方は、医院の
家族をふくめ、医院に勤める人の昼食の世話もした。
　③定則先生の病気入院、そして中越地震の災害で医院を休診
した後、再診を始めた平成十七年七月一日から同二十年六月
三十日までの３年間は、看護師の仕事とともに医療事務にかか
わる仕事も Aさんが一人でこなした。
　④第二藤巻医院と藤巻医院千手出張診診療所とに先生方は次
のような割りふりの勤務をした。つまり初代力雄先生と定則先
生との２人がおられた昭和四十七年から同六十年の間は、月水
金、火木土と先生方は一日交替で千手出張診療所に通った。力
雄先生が亡くなった昭和六十年後は、定則先生が一日おきの午
前中に千手に通った。両先生とも、何科と区別することなくあ
らゆる患者の診療にあたった。なお、上野の医院と千手出張診
療所の間は歩くと 40 分ほどかかった。
　⑤往診は毎日三〜四件程あった。冬の積雪時の往診は道路事
情が悪く大変であった。車で行けるところまで行き、そこから
先生は患者宅まで歩いて行った。往診のさい、患者宅で昼食な
どを用意していることも昔はあった。
　⑥定則先生は平成十五年九月二十日に病気になり入院し、翌
十六年十月二十二日に退院された。退院した日はちょうど中越
地震が発生する前日であった。医院はこの地震で被害をうけた。
定則先生の病気入院、退院直後の地震のため、平成十六年の１
年間は休診となった。休診が長引き、診療の再開は平成十七年
七月一日になった。この３年後の平成二十年六月三十日に、先
生が高齢になったこともあって、第二藤巻医院は休院する。
　⑦昭和四十五年に本館背後に住居を新築する。以前は本館内
で家族もくらしていた。この住居は中越地震のあった平成十六
年に建て替えて、現在の住居になった。初代の力雄先生は二階
の車寄せ上の病室、書院、座敷、家族は背面突出部の二階和室
を使っていた。
資料３　看護師からの聞取り
資料２　藤巻力雄金沢医学専門学校卒業証書の裏書
